
業務棚卸評価シート（平成２３年度版） 1/7

実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

239,876 239,727 活動指標の名称 目標値 309,850 309,850

1 総
公園・緑地等管
理運営事業

中央公園他約160箇所あ
る公園の植栽及び公園施
設を適正に管理し、安ら
ぎ・憩いの場としての利
用を図る。

公園、
緑地利
用者

定
例
定
型

52,576
適切に業務を遂行し
ており、成果が出て
いる。

Ａ 管理箇所数
１８５か
所

48,553 未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

1
公園・緑地等管
理運営事業

地区公園等維持管理
（委託）

中央公園管理
棟・トイレ清
掃日数

年３６５
日

年３６５
日

24,379
地区公園等維持管理
（委託）

中央公園管理
棟・トイレ清
掃日数

年３６５
日

19,137
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

1
公園・緑地等管
理運営事業

市内公園、緑地等の
植栽の巡回管理（直
営）

巡回管理箇所
数

１３０か
所

１２１か
所

638
市内公園、緑地等の
植栽の巡回管理（直
営）

巡回管理箇所
数

１７1箇
所

1,344 済
必
要

可 可 無 有り 24
民間業者へ委託可
能。地域や緑の里親
との連携。

維持

1
公園・緑地等管
理運営事業

公園緑地等管理運営
にかかる庶務

予算等の執行
期限

平成２３
年５月末

平成２３
年５月末

9,550
公園緑地等管理運営
にかかる庶務

予算等の執行
期限

平成２４
年５月末

9,903 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 有り 24
再任用職員の活用が
可能。

維持

1
公園・緑地等管
理運営事業

公園等の占用許可申
請及び借上げ契約事
務

占用、借上げ
箇所数

５か所 ５か所 16,888
公園等の占用許可申
請及び借上げ契約事
務

占用、借上げ
箇所数

全13箇
所
(借地5箇
所・占用
8箇所)

16,845 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 有り 24
再任用職員の活用が
可能。

維持

1
公園・緑地等管
理運営事業

利用推進委員会によ
る湘南夢わくわく公
園管理委託

管理日数 ３５９日 ３５９日 1,121
利用推進委員会によ
る湘南夢わくわく公
園管理委託

管理日数 ３６０日 1,167
不
可

必
要

済 済 無 なし 維持

1
公園・緑地等管
理運営事業

（事業NO.609から
統合）

道路残地の活用によ
るポケットパークの
管理

管理箇所数 ４箇所 済
必
要

可
更
可

無 なし 24

民間業者への委託及
び地域との連携によ
る管理か所の拡大が
可能。

予算
なし

1
公園・緑地等管
理運営事業

（事業NO.601から
統合）

開発行為に伴う事前
協議（都市計画法第
３２条）

事前協議件数 ２件
不
可

必
要

法
令
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

1
公園・緑地等管
理運営事業

（事業NO.601から
統合）

開発行為完了に伴う
検査

完了検査件数 １件
不
可

必
要

法
令
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

1
公園・緑地等管
理運営事業

(社)日本公園緑地協
会主催の講習会への
参加

講習会への参
加回数

１回 95
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

1
公園・緑地等管
理運営事業

全国都市公園整備促
進協議会総会及び要
望活動への参加

総会への出席
回数

１回 47
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

1
公園・緑地等管
理運営事業

神奈川県公園緑地行
政連絡協議会の総会
及び研究会への参加

研究会への参
加回数

２回 15
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

601 総
開発行為に伴う
公園の設置

3,000㎡以上の開発行為
に対して提供される公園
について、まちづくり条
例に基づき適切な指導を
行う。

公園利
用者

定
例
定
型

近隣公園・街
区公園の整備
事業

適切に協議を進めて
おり、事業の進捗に
より今後成果が見込
める。

Ｃ

601
開発行為に伴う
公園の設置

都市計画法第３２条
に基づく協議

事前協議箇所
数

３件 ２件
（事業NO.１へ統
合）

601
開発行為に伴う
公園の設置

完了検査
完了検査箇所
数

２件 ０件
（事業NO.１へ統
合）

2 総
都市公園の使
用・占用許可事
務

自治会活動等の公園内使
用及び電柱等の占用許可
を適正に処理し、秩序あ
る円滑な管理運営を図
る。

公園利
用者

定
例
定
型

適切に事務処理を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 許可件数 ３５０件

2
公園内使用・占
用許可

申請事務 許可件数 ３６０件 ３８７件
都市公園等の使用・
占用許可等事務

許可等件数 ３８５件 可
必
要

法
令
不
可

不
可

無 有り 24
再任用職員の活用が
可能。

予算
なし

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

公園緑地課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

公園緑地課

施策目標 公園・緑地を整備する

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

239,876 239,727 活動指標の名称 目標値 309,850 309,850

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

公園緑地課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

公園緑地課

施策目標 公園・緑地を整備する

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

3 総
公園・緑地等維
持補修事業

遊具などの公園施設の破
損等を早期発見して維持
補修を行い、利用者の安
全確保を図る。

公園、
緑地利
用者

定
例
定
型

近隣公園・街
区公園の整備
事業

19,122
適切に業務を遂行し
ており、成果が出て
いる。

Ａ 補修、改修件
数

７０件 23,924 未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

3
公園・緑地等維
持補修事業

市内公園等の施設点
検パトロール（直
営）

パトロール回
数（年間）

年１２回 年１２回
市内公園等の施設点
検パトロール（直
営）

パトロール回
数（年間）

年１２回 済
必
要

可 可 無 有り 24

民間業者への委託が
可能。また、市民と
の協働についても可
能性有。

予算
なし

3
公園・緑地等維
持補修事業

簡易的な維持補修
（直営）

延べ維持補修
箇所数

１５０箇
所

１３３ 808
簡易的な維持補修
（直営）

公園施設の延
べ維持補修件
数

１１０件 2,078 済
必
要

可
不
可

無 有り 24
民間業者への委託可
能。

維持

3
公園・緑地等維
持補修事業

委託による維持補修
（修繕）

修繕件数 ５０件 ７６件 6,566
委託による維持補修
（修繕）

修繕件数 ６０件 6,775
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

3
公園・緑地等維
持補修事業

公園の維持補修に係
る庶務

予算等の執行
期限

平成２２
年５月末

平成２２
年５月末

409
公園の維持補修に係
る庶務

予算等の執行
期限

平成２４
年５月末

368 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 有り 24
再任用職員の活用が
可能。

維持

3
公園・緑地等維
持補修事業

公園・緑地等の施設
改修

改修か所数 １５か所 １７か所 9,349
公園・緑地等の施設
改修

改修箇所数 １５箇所 10,000
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

3
公園・緑地等維
持補修事業

借地公園等の整備
（工事）

整備面積 1,641㎡ 1,641㎡ 1,990
（事業NO.4へ分
割）

3
公園・緑地等維
持補修事業

（事業NO.603から
統合）

イベントデッキ周辺
の維持管理

維持補修回数 ２回 1,000
不
可

必
要

済
更
可

無 なし 24
海岸利用団体等との
運営管理における連
携の拡充

維持

3
公園・緑地等維
持補修事業

（事業NO.4へ分
割）

借地公園等の整備
（工事）明許繰越

整備面積 1,641㎡ 3,703
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

4 総
住区基幹公園等
整備事業

都市公園の市民1人当た
り面積の増加を図り、公
園設置に対する市民ニー
ズに応える。

公園利
用者

政
策

公園、緑地整
備の検討

地元、関
係機関と
の調整

未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

4
住区基幹公園等
整備事業

（事業NO.3から分
割）

借地公園等の整備
（工事）の検討

調整回数 １回
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

5 総
既存公園等改修
整備事業

老朽化した施設を改修ま
たはリニューアルし、ま
ちの活性化と利用者の安
全確保を図る。

公園利
用者

政
策

交換予定遊具
の改修率

５５％
（30
基）

7,000

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

5
既存公園等改修
整備事業

（事業NO.602から
統合）

公園遊具の改修、更
新（工事）明許繰越

交換遊具数 ５基 7,000

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

602 総
市内公園遊具改
修計画事業

市内各公園の遊具につい
て、専門的な点検結果に
基づき、順次交換改修を
行い利用者の安全を図
る。

公園利
用者

政
策

既存公園の点
検、改修整備
事業

6,976
目標とした数量の交
換、改修を行い、成
果が出ている。

Ａ

602
市内公園遊具改
修計画事業

公園遊具の改修、更
新（工事）

改修、更新遊
具数

１２基 １２基 6,976
（事業NO.5へ統
合）

603 総
ヘッドランド周
辺維持管理事業

海岸の適正な管理に努め
る。

海浜利
用者

定
例
定
型

462

時期に遅れがあった
が、締結が完了して
おり、成果が出てい
る。

Ａ

603
ヘッドランド周
辺維持管理事業

協定書の締結 締結の終了 ４月 ６月 462
（事業NO.3へ統
合）
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

239,876 239,727 活動指標の名称 目標値 309,850 309,850

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

公園緑地課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

公園緑地課

施策目標 公園・緑地を整備する

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

6 総
市営水泳プール
管理運営事業

浜須賀、殿山の２市営
プールを７月、８月に開
場し、市民の健康と福祉
増進を図る。

プール
利用者

定
例
定
型

26,038

適切に管理運営を
行っており、成果が
出ている。施設改修
により更に成果が見
込める。

Ａ 事故件数 ０件 36,378

業
務
計
画

未 中 高 中
現状維

持
有り 維持

6
市営水泳プール
管理運営事業

市営２プールのプー
ル監視等業務（委
託）

業務発注時期
平成２２
年５月中
旬

平成２２
年５月１
２日

16,800
市営２プールのプー
ル監視等業務（委
託）

業務発注時期
平成２３
年５月中
旬

18,522

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

6
市営水泳プール
管理運営事業

市営２プールの市営
プール管理運営に係
る庶務

予算等の執行
期限

平成２３
年５月末

平成２３
年５月末

9,238
市営２プールの市営
プール管理運営に係
る庶務

予算等の執行
期限

平成２４
年５月末

14,499

業
務
計
画

可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 有り 24
再任用職員の活用が
可能。

維持

6
市営水泳プール
管理運営事業

中海岸プール跡地の
借り上げ契約事務

借地面積 ５９５㎡ 3,357

業
務
計
画

可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 有り 24
再任用職員の活用が
可能。

維持

7 総
市営水泳プール
維持補修事業

直営によるプール施設の
点検、補修及び業者発注
による改良工事等を実施
し、利用者の安全確保を
図る。

プール
利用者

定
例
定
型

市営浜須賀
プール施設改
修事業

4,203
適切に維持補修を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 開場日数 ６２日 4,350 未 中 高 中
現状維

持
有り 維持

7
市営水泳プール
維持補修事業

市営２プールの簡易
的な維持補修（直
営）

プール開始前
準備及び補修
対応時期

平成２２
年５月及
び６月

平成２２
年５月及
び６月

4,174
市営２プールの簡易
的な維持補修（直
営）

プール開始前
準備及び補修
対応時期

平成２３
年５月及
び６月

200 済
必
要

可
不
可

無 有り 24
民間業者への委託可
能。

維持

7
市営水泳プール
維持補修事業

市営２プールの修繕 修繕件数 ５件 １５件 29 市営２プールの修繕 修繕件数 １５件 4,150
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

8 総
市営水泳プール
施設改修事業

公共施設整備・再編計画
に基づき、老朽化した施
設を改修し、利用者の安
全確保及び利便性を図
る。

プール
利用者

政
策

事業の進捗状
況

関係機関
との調整

未 高 中 高 拡大 なし
増
や
す

8
市営水泳プール
施設改修事業

管理棟建替及びプー
ル改修の検討

調整回数 ２回
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
増
や
す

9 総
茶室・書院管理
運営事業

指定管理者として文化振
興財団に総合委託し、管
理の効率化及びサービス
の向上を図る。

施設利
用者

定
例
定
型

5,614
適切に管理運営を
行っており、成果が
出ている。

Ａ モニタリング
実施回数

４回 5,593 未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

9
茶室・書院管理
運営事業

指定管理業務モニタ
リング（実地調査）

実地調査回数 年４回 ４回
指定管理業務モニタ
リング（実地調査）

実地調査回数 年４回 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 有り 24
再任用職員の活用が
可能。

予算
なし

9
茶室・書院管理
運営事業

指定管理業務モニタ
リング（月次報告）

月次報告の評
価回数

年１２回
（月１
回）

年１２回
（月１
回）

指定管理業務モニタ
リング（月次報告）

月次報告の評
価回数

年１２回
（月１
回）

可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 有り 24
再任用職員の活用が
可能。

予算
なし

9
茶室・書院管理
運営事業

指定管理業務モニタ
リング（年次報告）

年次報告の評
価回数

年１回 年１回
指定管理業務モニタ
リング（年次報告）

年次報告の評
価回数

年１回 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 有り 24
再任用職員の活用が
可能。

予算
なし

9
茶室・書院管理
運営事業

指定管理業務モニタ
リング（利用者アン
ケート）

利用者アン
ケートの実施
回数

年１回 年１回
指定管理業務モニタ
リング（利用者アン
ケート）

利用者アン
ケートの実施
回数

年１回 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 有り 24
再任用職員の活用が
可能。

予算
なし

9
茶室・書院管理
運営事業

建物及び敷地内の管
理運営（委託）

茶室・書院年
間開放日数

３０８日 ３０８日 5,614
建物及び敷地内の管
理運営（委託）

茶室・書院年
間開放日数

３０９日 5,593
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

10 総
氷室椿庭園管理
運営事業

嘱託職員を配置し、椿の
特殊公園として来園者へ
の対応、植栽及び建物等
施設の維持管理を図る。

庭園利
用者

定
例
定
型

5,165
適切に管理運営を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 和室利用者数 4,500人 6,128 未 中 高 中
現状維

持
有り 維持

10
氷室椿庭園管理
運営事業

庭園及び建物の管理
運営

年間開放日数 ３１３日 ３１３日 1,800
庭園及び建物の管理
運営

年間開放日数 ３１４日 1,800 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

239,876 239,727 活動指標の名称 目標値 309,850 309,850

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

公園緑地課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

公園緑地課

施策目標 公園・緑地を整備する

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

10
氷室椿庭園管理
運営事業

定期的な維持管理
（委託）

庭園内樹木剪
定本数

年５０本 ４５本 2,711
定期的な維持管理
（委託）

庭園内樹木剪
定本数

年５０本 3,392
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

10
氷室椿庭園管理
運営事業

氷室椿庭園管理運営
にかかる庶務

予算等の執行
期限

平成２３
年３月末

平成２３
年３月末

654
氷室椿庭園管理運営
にかかる庶務

予算等の執行
期限

平成２４
年５月末

936 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 有り 24
再任用職員の活用が
可能。

維持

11 総
公園・緑地等除
草剪定事業

市内公園・緑地１５０か
所の除草・剪定等を委託
して適正に管理し、安ら
ぎ・憩いの場の提供を図
る。

公園、
緑地利
用者

定
例
定
型

16,640
適切に業務を遂行し
ており、成果が出て
いる。

Ａ 除草実施か所
数

１３８か
所

29,095 未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

11
公園・緑地等除
草剪定事業

公園、緑地全般の除
草及び剪定（委託）

除草面積、剪
定本数

248,00
0㎡、
195本

256,13
5㎡、
255本

16,640
公園、緑地全般の除
草及び剪定（委託）

除草面積、剪
定本数

198,00
0㎡、
165本

22,147
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

11
公園・緑地等巡
回美化事業

（事業NO.604から
統合）

公園、緑地の除草及
び清掃（委託）

除草面積
53,000
㎡

6,948
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

604 総
公園・緑地等巡
回美化事業

緊急雇用創出事業として
しない公園・緑地の除
草、清掃を実施、良好な
環境を維持するととも
に、雇用の創出を図る。

公園、
緑地利
用者

定
例
定
型

4,830
適切に業務を遂行し
ており、成果が出て
いる。

Ａ

604
公園・緑地等巡
回美化事業

公園、緑地の除草及
び清掃（委託）

除草面積
53,000
㎡

52,700
㎡

4,830
（事業NO.11へ統
合）

12 総
北部地区緑地維
持管理事業

市民の森や清水谷など里
山等の維持管理を継続し
て行うことで、永続的な
緑地の保全を図る。

緑地利
用者

定
例
定
型

管理面積
72,200
㎡

13,144

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
有り

増
や
す

12
北部地区緑地維
持管理事業

（事業NO.13から分
割）

市民の森での再整備
ワーキング

市民ワーキン
グの回数

１２回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

更
可

無 有り 24
参加者の増加による
活動の拡大が見込め
る。

予算
なし

12
北部地区緑地維
持管理事業

（事業NO.605から
統合）

市民の森樹苗園の管
理

作業回数 １２回 1,963

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

12
北部地区緑地維
持管理事業

（事業NO.606から
統合）

市民の森等でのイベ
ント開催

イベント開催
回数

年２回 419

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし 維持

12
北部地区緑地維
持管理事業

相続発生に伴う市民
の森の用地購入

購入面積 １８１㎡ 4,145

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

12
北部地区緑地維
持管理事業

（事業NO.607から
統合）

清水谷保全地域の土
地の借り上げ

借地面積
24,428
㎡

5,863 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 有り 24
再任用職員の活用が
可能。

増
や
す

12
北部地区緑地維
持管理事業

（事業NO.607から
統合）

清水谷沈殿分離の清
掃
（委託）

清掃回数 年１回 154
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

12
北部地区緑地維
持管理事業

（事業NO.607から
統合）

清水谷の木道、土留
め等の維持補修（直
営）

維持補修日数 ５０日 200 済
必
要

可
不
可

無 有り 24
民間業者への委託可
能。

維持

12
北部地区緑地維
持管理事業

（事業NO.607から
統合）

清水谷保全事業補助
金

補助金交付件
数

１件 400
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

13 総
市民の森再整備
事業

市民ワーキングにより具
体的な再整備の検討及び
実地作業を行い、自然観
察体験や遊び体験の森と
しての整備を図る。

市民の
森利用
者、市
民ワー
キング

政
策

市民の森再整
備事業

市民ワーキングとし
ての整備を進めてお
り、成果が出てい
る。

Ａ 管理棟・園路
の整備

整備内容
の検討

未 高 中 中 拡大 なし
増
や
す
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

239,876 239,727 活動指標の名称 目標値 309,850 309,850

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

公園緑地課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

公園緑地課

施策目標 公園・緑地を整備する

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

13
市民の森再整備
事業

市民ワーキング
ワーキング回
数

１２回 １２回
（事業NO.12へ分
割）

13
市民の森再整備
事業

管理棟建替の検討 調整回数 ３回
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
増
や
す

605 総
市民の森樹苗園
管理

樹木の生産・育成し、市
民の森の緑地保全に活用
を図る。

市民の
森利用

者

定
例
定
型

1,919
適切に維持管理を
行っており、成果が
出ている。

Ａ

605
市民の森樹苗園
管理

市民の森樹苗園の管
理

作業回数 １２回 １２回 1,919
（事業NO.12へ統
合）

606 総
市民の森イベン
ト開催

緑化に対する意識の普
及、高揚を図るため、市
民の森でイベントを開催
し、市民に広く周知して
いく。

市民の
森利用

者

定
例
定
型

403

さらなる地元との連
携及び周知により、
今後成果が見込め
る。

Ａ

606
市民の森イベン
ト開催

市民の森樹イベント
開催

イベント開催
回数

年２回 １回 403
（事業NO.12へ統
合）

14 総
みどりの里親制
度

個人やグループ等により
身近な公園、緑地等で除
草、花苗の植え付け、清
掃等の活動により緑化の
推進を図る。

みどり
の里親
登録者

定
例
定
型

　 1

市民ニーズはあり、
さらなる周知によ
り、今後成果が見込
める。

Ａ 　 登録者数 ４９０人 171 未 高 高 中
現状維

持
有り 維持

14
みどりの里親制
度

みどり里親ボラン
ティアの募集、登録
受付、活動場所の決
定等事務

ボランティア
の登録者数

４５０人 ４８０人

みどり里親ボラン
ティアの募集、登録
受付、活動場所の決
定等事務

ボランティア
の登録者数

４６５人 可
必
要

そ
の
他
不
可

更
可

無 有り 24

再任用職員の活用が
可能。また、登録者
数の増加による活動
範囲の拡大が見込め
る。

予算
なし

14
みどりの里親制
度

フラワーロードボラ
ンティアの募集、登
録受付、活動場所の
決定等事務

ボランティア
の登録者数

１７人 １７人

フラワーロードボラ
ンティアの募集、登
録受付、活動場所の
決定等事務

ボランティア
の登録者数

１９人 可
必
要

そ
の
他
不
可

済 無 有り 24
再任用職員の活用が
可能。

予算
なし

14
みどりの里親制
度

看板の設置及び里親
ボランティアの研修
事務

研修会の開催
回数

年１回 １回 1
看板の設置、消耗品
購入及び研修会開催
事務

研修会の開催
回数

年１回 171 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 有り 24
再任用職員の活用が
可能。

維持

15 総

みどりの里親制
度普及促進事業
費（協働推進事
業・行政提案
型）

みどりの里親ボランティ
アとしての知識の習得及
び新規登録者の拡大を図
るため、各種講座を開
き、ボランティア育成の
ための機会を設ける。

みどり
の里親
登録

者、一
般市民

政
策 　 受講者数 １２０名 452

業
務
計
画

未 高 中 高
現状維

持
有り

減
ら
す

15

みどりの里親制
度普及促進事業
費（協働推進事
業・行政提案
型）

ボランティア育成の
ための講習会を開催

講習会の開催
回数

年４回 452

業
務
計
画

可
必
要

そ
の
他
不
可

済 無 有り 24
再任用職員の活用が
可能。

減
ら
す

16 総
樹木センター事
業

市民からの不用となった
樹木を引き取り街路樹等
へ移植し緑化の推進を図
る。

不用樹
木申し
出の市

民

定
例
定
型

652
適切に事務及び管理
を行っており、成果
が出ている。

Ａ 管理面積 6,579㎡ 1,072 未 中 高 中
現状維

持
有り 維持

16
樹木センター事
業

センターの土地の借
上に係る事務
（甘沼・市民の森南
側）

借地面積 3,599㎡ 3,599㎡ 652
センターの土地の借
上に係る事務（甘
沼・市民の森南側）

借地面積 3,599㎡ 662 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 有り 24
再任用職員の活用が
可能。

維持

16
樹木センター事
業

センターの除草
（芹沢・甘沼・堤）

作業回数
（委託）

年１回 １回 0
センターの除草（芹
沢・甘沼・堤）

作業回数
（委託）

年１回 362
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

16
樹木センター事
業

センターのその他の
維持管理等
（芹沢・甘沼）

需用費等の予
算執行件数

年１２件 ５件 0
センターのその他の
維持管理等（芹沢・
甘沼・堤）

需用費等の予
算執行件数

年１２件 48 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 有り 24
再任用職員の活用が
可能。

維持
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

239,876 239,727 活動指標の名称 目標値 309,850 309,850

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

公園緑地課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

公園緑地課

施策目標 公園・緑地を整備する

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

16
樹木センター事
業

みどりのパトロール
による樹木センター
の除草等の作業

作業回数 年１２回 １１回
みどりのパトロール
による樹木センター
の除草等作業

作業回数 年１２回 済
必
要

可
更
可

無 有り 24
民間業者へ委託可
能。地域や緑の里親
との連携。

予算
なし

607 総 清水谷保全事業

里山の自然とふれあい、
学習することの出来る場
として永続的な保全を図
る。

清水谷
利用者

定
例
定
型

6,359
適切に維持管理を
行っており、成果が
出ている。

Ａ

607 清水谷保全事業
清水谷保全地域の土
地の借り上げ

借地面積
24,428
㎡

24,428
㎡

5,863
（事業NO.12へ統
合）

607 清水谷保全事業
清水谷沈殿分離の清
掃
（委託）

清掃回数 年１回 １回 48
（事業NO.12へ統
合）

607 清水谷保全事業
木道、土留め等の維
持補修

維持補修日数 ５０日 ５０日 48
（事業NO.12へ統
合）

607 清水谷保全事業
清水谷保全事業補助
金

補助金交付団
体数

１件 １件 400
（事業NO.12へ統
合）

17 総
街路樹剪定等植
樹地整備事業

市道の街路樹、緑地、道
路残地植樹帯の剪定及び
除草を実施し、快適で良
好な緑の都市景観を保全
する。

一般通
行者

定
例
定
型

18,528
適切に維持管理を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 剪定本数
42,850
本

26,973 未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

17
街路樹剪定等植
樹地整備事業

街路樹の剪定及び樹
木周辺の除草・抜根
等の作業
（委託）

作業回数 ４回 ４回 18,528

街路樹の剪定及び樹
木周辺の除草・抜根
等の作業
（委託）

作業回数 ４回 26,907
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

17
街路樹剪定等植
樹地整備事業

巡回による街路樹剪
定及び樹木周辺の除
草等の作業（直営）

作業回数 週３回 週３回 0
巡回による街路樹剪
定及び樹木周辺の除
草等の作業（直営）

作業回数 週３回 66 済
必
要

可 可 無 有り 24
民間業者へ委託可
能。地域や緑の里親
との連携。

維持

608 総
みどりのパト
ロール事業

街路樹等の適正な維持管
理を図るため、定期的な
パトロール実施する。

緑園等
の利用

者

定
例
定
型

207
目標とした回数の実
施により、成果が出
ている。

Ａ

608
みどりのパト
ロール事業

巡回パトロールの実
施

実施回数 １２回 １２回 207
（事業NO.１へ統
合）

18 総 病害虫防除事業

市道の街路樹、緑地道路
残地植樹帯の選定、除
草、病害虫の駆除を行
い、快適な市民環境の確
保を図る。

公園、
緑地等
の利用

者

定
例
定
型

1,475
適切に業務を遂行
し、成果が出てい
る。

Ａ 樹幹注入本数 １７０本 2,367 未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

18 病害虫防除事業
松食い虫防除の樹幹
注入及び抜倒駆除等

防除の実施回
数

年２回 ２回 1,333
松食い虫防除の樹幹
注入及び抜倒駆除等

防除の実施回
数

年２回 2,052
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

18 病害虫防除事業  
公園その他公共施設
の樹木の病害虫駆除

防除の実施回
数

年４回 ６回 142
公園その他公共施設
の樹木の病害虫駆除

防除の実施回
数

年４回 315
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

18 病害虫防除事業
みどりのパトロール
による街路樹の病害
虫防除

病害虫防除の
回数

年１回 １回
みどりのパトロール
による街路樹の病害
虫防除

病害虫防除の
回数

年１回 済
必
要

可
不
可

無 有り 24
民間業者への委託可
能。

予算
なし

701 総
赤羽根１号公園
整備事業

相続発生に伴い、借地公
園を用地購入、整備した
上で都市公園化し、良好
な住環境の形成及び緑の
保全等を図る。

公園利
用者

政
策

近隣公園・街
区公園の整備
事業

68,557

目標とした用地購入
及び整備の実施によ
り、成果が出てい
る。

Ａ

701
赤羽根１号公園
整備事業

借地公園の用地購入 購入面積 ６９４㎡ ７４５㎡ 67,256
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

239,876 239,727 活動指標の名称 目標値 309,850 309,850

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

公園緑地課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

公園緑地課

施策目標 公園・緑地を整備する

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

701
赤羽根１号公園
整備事業

公園整備 整備完了時期
平成２３
年３月末

平成２３
年３月末

1,301

19 総
柳島青少年キャ
ンプ場の移管

神奈川県と協議を進め、
県立柳島青少年キャンプ
場の本市への移管に向け
作業を進める。

キャン
プ場利
用者

政
策

キャンプ場施
設の移管

移管に伴
う手続き

104,500

業
務
計
画

未 高 高 高 拡大 なし
増
や
す

19
柳島青少年キャ
ンプ場の移管

宿泊棟等建設設計委
託

委託の完了期
限

平成23
年9月末

4,500

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無
減
ら
す

19
柳島青少年キャ
ンプ場の移管

建設整備工事 完了検査
平成24
年3月末

100,000

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無
減
ら
す

19
柳島青少年キャ
ンプ場の移管

運営管理手法の決定 決定時期
平成24
年3月末

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無
増
や
す

19
柳島青少年キャ
ンプ場の移管

条例の制定 議案提出
平成24
年２月

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無
予算
なし

609 総
ポケットパーク
整備

道路建設事業による残地
を活用し、休憩・語らい
の場として整備し、快適
な住環境づくりの推進を
図る。

一般通
行者

定
例
定
型

ポケットパー
クの整備事業

さらなる残地の活用
により、今後も成果
が見込める。

Ａ

609
ポケットパーク
整備

残地の活用検討 管理箇所数 ２か所 ２か所
（事業NO.１へ統
合）

888 総
災害応急対策活
動

本市域に、地震動・津波
等伴う諸現象による同時
多発的災害が発生した場
合に、被害を軽減し、応
急対策活動を課として迅
速的確に対処する。

全市民
等

定
例
定
型

マニュアルの見直し
及び協定先への災害
プレート配布を行っ
た。

Ａ

888
災害応急対策活
動

課の災害応急対策活
動マニュアルの検証
及び見直し

マニュアルの
検証及び見直
し

４月
４月、１
月

課の災害応急対策活
動マニュアルの検証
及び見直し

マニュアルの
検証及び見直
し

４月

888
災害応急対策活
動

所管する施設の被害
状況調査及び応急対
策

対応人数 ７名 なし
所管する施設の被害
状況調査及び応急対
策

対応人数
（現業職員）

７名

888
災害応急対策活
動

広域避難場所の指定
公園の開設準備

対応人数 ４名 なし
広域避難場所の指定
公園の開設準備

対応人数
（事務職）

４名

888
災害応急対策活
動

災害時相互応援協定
に基づく応援要請
（災害等発生時）

協定先への応
援要請

随時 なし
災害時相互応援協定
に基づく協定先との
連絡調整

連絡調整 年１回

20 総 庁内共通事務

定
例
定
型

積算図書、消耗品等
の購入

積算図書、消
耗品等の購入

随時 149
適切に事務処理を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 積算図書、消耗品等
の購入

積算図書、消
耗品等の購入

随時 150 150 未 高 高 高
現状維

持
なし 維持


